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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　しｰが　き
　鹿持雅澄の生涯と業績については，既にまとまった伝記の刊行せられたものもあり，すぐれた論文にも乏し
くないけれども，なお補正の余地がないわけではなく，殊に資料の調査という基礎的な仕事がまだ充分にはな
されていない憾みがある．本稿はそういう心持で筆者が少しずつ続けている調査の報告であり，零細な事実に
こだわりわずらわしい資料をあげることをいとわない．もとより小さな断片にすぎないが，幾分でもこれまで
の伝記の欠を補うところがあれば幸である．大切な資料文献を快く見せて下さった刈谷正勝氏・飛鳥井雅四氏
に対し，ここに深く感謝の意を表したい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　I.雅　澄　の　生　歿　年　時
，　　鹿持雅澄は寛政三年に生まれ，安政五年に六十八才で歿した．この生歿の年については，これま
ａ　で異説がないようであるが，その月日にいたっては諸説のあることは，近く鴻巣隼雄氏が「鹿持雅
　　澄の万葉集古義と木村正辞．近藤芳樹の万葉学」（「万葉集大成」２．所収）で言われた通りである．
　　こまかい事であるが，確かなところが知られるなら，それに越したことはあるまいと思うので，私
　　見を記してなきたい．
　　　出生の日については，雅澄が書いた自筆の記録がある．一つ叫飛鳥井雅四氏所蔵の「家譜濯稿」
　て，これは後に「飛鳥井家譜」になったものの第二稿であるが，それには，
　　　　雅澄　鹿持悳太
　　　　　　・室武市半八正久女
　　　　　　　以二寛政三年辛亥之歳四月廿七日一生
　　とある.‘今一つは刈谷正勝氏所蔵（飛鳥井玉恵氏旧蔵）の「自家年代記」であって，これは先祖の祭
　　りを営むべき時日を容易に知るために作っﾌﾞこ年表であり，その寛政三年の欄に
　　　　雅澄生，四月廿七日
　　とある．雅澄自身が自分の誕生日を四月二十七日と考えていたことは，これらによって明らかなこ
　，とであり，われわれもこの日を以て雅澄生誕の日と定めるべきであろう．
　　　死去の日につい（は，飛鳥井氏所蔵「飛鳥井家譜」には，雅澄のところに，
　　　　安政五年八月十九日死于時年六十八
　　とあって，これが最も確実であるとせられているけれども，従うことが出米ない．それは「家君日
　　記」（雅澄晩年の日記，四冊．安政元年十一月四日より同五年九月二十一日までの記事あり．刈谷氏蔵.）には
　　安政五年九月二十一日まで疑うべくもない雅澄自筆の記事が書かれてあるからである．ところで戦
　　火で失われた高知県立図書館の「飛鳥井家譜」の写本（「土佐史料」第三五八）は，筆者も写して所
　　持するが，それには，
　　　　安政五年戊午九月廿七日死于時年六十八矣
２高知大学学術研究報告　第５巻第24号
とあって，原本のこの部分は附痩であったよし註してある．日記はこの年九月に入ってからも毎日
記事があるが，二十二日以後それか絶えているのは病のためであるど解せられ，さすればこの月二
十七日に死をむかえるにいたったと考えるのはきわめて自然である．故に他により確かな証がない
かぎり，九月二十七日を以て雅澄の命日と定めるほかないであろうと思う．
　　　　　　　　　　　　Ｉ．･雅澄’と中村隆蔵との師弟関係
　雅澄が若年時代に，海南朱午学派の流れをうけた中村隆蔵に漢学を学んだということは，諸家の
雅澄伝のひとしく記しているところでむる．が，雅澄はその述作の中に，一度もこの師の名を記し
ていないようであるので，私はこの通説に多少の疑いをいだかないでもなかった．ところが近く，
確かな資料によって，両者の師弟関係を証拠だてると共に，これまで漠然と伝え｀られていた師事の
年代をも，およそ明らかにすることが出来たのである．
　これも刈谷氏に，雅澄晩年の種々の文の草稿を記入した雑記帳めいたものが五冊あって，いずれ
も「家君遺稿」と題してある．そのうちの一珊は安政四・五年のものと思われるが，例の如く反故
の裏面を利用しだ部分が多ぐ，そうしてその裏面に問題の資料がかくされていたのである．即ちそ
れは，裏面三股にわたって書かれた漢学修業に関する覚書であって，その内容の大体を記すと，最
初に，卯年霜月より翌年三月にかけて都合三十日間で「易」を終えたとあり（細かくいうと，修学日
の一々の日附があって，そのあとに=「右易相仕廻，右三十日」とある．）以後ひきつづいて，三月より六月
にかけて都合五十二日間で「詩経土を，六月より八月にかけて都合四十日で「書経」を，八月より
十月にかけてFﾈL記」を，十月より十二月にかけて二十七日で「小学内篇」を済ませたとある．以
上は第一・二枚の記事であるが，第三枚には，はじめに
　　　　中邑講尺
初会焉嘉島　正月十七日
とあって,.三月に「公ノ御間アリテ中絶」･し，その後も順調にすすます，九月二日を最後として修
学日の日附の記入が絶え，そのあとに
　　西潭先生十月五日江戸御出足
とある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　以上の覚書は，雅澄が中村隆蔵について学んだ折のものであること，疑いがないと思われる．卯
年は文化四年であろう．隆蔵は世潭と号したとのことであるが，世潭はまた西潭とも書いたのであ
ろう．覚書に「中邑講尺」「四潭先生」とあるのはそのためであろう．寺石正路氏「南学史」（Ｐ.
　　　　　　　　●●　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1732)によれぼ世潭は何度も江戸に出ており･，文化六年にも東上して藩公の侍読となったよしである
が，これは覚慰の宋にF西潭先生十月五日江戸御出足ｺﾞとあるのと符合する．かぐして雅澄が文化
四年（十七才）十一月までに隆蔵に入門し，同六年九月まではこれに師事した事が確実である．松
山秀筧氏「土佐歌人群像」宮地仲岐の項（土佐史談43号）によると，隆蔵は文化二年四月に出府し
て神技と交替しているが，比政的おそく学に志したと伝えられる雅澄が隆蔵の門に入ったのは，恐
らく隆蔵がこの時の江戸勤めを終えて帰国した後,･つまり文化四年早くても文化三年の頃であると
推定するのが穏当であろうと思う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　隆蔵について学んだ書を見ると，易詩書礼のごとき難解のものの後に小学があらわれているが，
これは何故か．覚書には「小学内篇」ど標した下に「初而講尺」とある．その意味は恐らく，「礼」
に至るまでは講尺を聞くのみであったが，「小学」の時には雅澄が師範代として初めて講尺をした
というのであろうと思われる．それとも又，「礼」までは素読を受け「小学」に至って師の講尺を
聞いたというのであろうか．
　　註．前価「鹿持雅澄の青年時代」（高知大学学術研究報告第４巻第34号）に於て,･私は，文化九年に雅澄
鹿一　持　・雅・　澄　・雑　　考　　　（小関） ３
が桃李館に学んだと述べ，桃李館は中村隆蔵の塾ででもあろうかと述べた．今思うに，桃李館を隆蔵の塾と考
えるのは根拠のμいことである．又桃李館に於ては雅澄は業を受けたのでなく業を授けたのだとも見られる
が．そのｘんは文化九年日記の記事が簡単にすぎて，いずれとも決定しかねる．なお考えたいと思っている．
　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．「古義先生著述書目」について　　　　　　･，
　「古義先生著述書目」は飛鳥井雅四氏架蔵，雅澄の著書の名四十八を挙げ，そのうち二十八につ
いて解題を肺したものである．門人寺田保が，師の労作の多くが世にほどこることなく滅びること
を憂えて岨んだ旨の序文があるが，実は雅澄自身の筆に成ったものである．雅澄自身の手に成った
ものであることは，後にも言うごとく本書の雅澄自筆の草稿の一部分が残っていることや，解題の
文がいわゆる解題の域を越えて雅澄の学説や信念を語っている場合のあること，その他の点から明
らかに知られる．
　本書序文の末には「天保十三年辛丑八月五目」という日附がある．前記「家君遺稿」（天保十四年
九月に書かれた部分）に見えるこの序文の草稿にも同じ日附がある．しかるに辛丑は天保十二年であ
るので，これをどう解すべきかが疑問となるのであるが，私見によれば，序文の日附は天保十三年
八月五目をさすと解すべきであるにしろ，本書の本篇の成ったのは天保十二年八月の頃であったと
思われる．後にも必要があるので，その事を立証しておきたい．私見の根拠は
　　（1）本書には補遺が附載せられているが，それを除いた本篇ともいうべき部分に挙げられた雅
　澄の著書のうち，最も新しいものは，今日知られる限りでは，天保十二年六月八日成立の「名処
　考」である．ただ例外として，天保十三年三月の序文のある「書譜諺解」があるが，この書の草
　稿はより早く成っていﾌﾞこと認められる．（刈谷氏に，序文をそなえﾌﾞこ「書譜諺解」の他に序文の
　添えられない「書譜諺解草稿」が二種ある.）
　　（２）本書補遺の部に，「坐知佳境附録」（天保十二年九月成）「序文体要」（同十月成）「吾語貴家」
　　（天保十三年四月成）「古家武志路」（同六月成）等が敏っているから，本篇はこれらの書の成立以前
　に書かれたと考えられる.
　　（3）飛鳥井氏に雅澄自筆の「著述目録其一」があり，これは本書本篇の草稿の半をなす循ので
　あるが，それに「辛丑六月十九日始同廿四日成」とあるので;本書本篇の成立はそれより後間･も
　なくてあったと推測せられる．
　　（φ）「坐知佳境」（天保十二年六月成）は本篇に挙げられ，「坐知佳境附録」（天保十二年九月成）
　は補遺に挙げられている．
等である．これらによって「古義先生著述書目」本篇が天保十二年八月頃成った事はます疑いある
まい．これまで／雅澄の著書の年代を考える際に，その書が本書の本篇に載っているか補遺に載っ
了いるかによって，天保十三年以前の成立であるかそれ以後の成立であるかが判断せられたかに見
受けられるが，それは少しく正確でなかったことになろう．
　さて，本書の解題で興味深いことは，雅澄の得意の説が（彼自身によって）例示せられていること
である．その若干を挙げると，「古義」の「そらみつ」の解釈説，「枕詞解」の枕詞のつづき方の分
類説，「玉蜻考」の説，「品物解」の「さきくさ」の説，「名処考」の難波を浪速・浪華など書くの
はひがごとであるという説，「人物伝」の万葉巻六の丹比真人屋主と万葉巻八の丹比真人屋主とは
別人であるとの説，「南京遺響」の羽衣説活に関する説等であり，その他いずれの著書についても
雅澄が強い自信を持っていたことを示す言葉が少くない．なお右のうち「そらみつ」に関する説
は，結論は「古義」と同じいが，説き方には相当の違いがある．
　　註．雅澄の「そらみつ」の解釈説には三段の発展がある．初の説は山内文庫本「古義」本文の説であって．
　　　　　　　　　　　モろひみう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あをかきやまめぐれ　，　たたへそれには「（そらみつは）整満といふこころにて，取具ふ天香山などいへる類に，青山四周る美地を賛美だ
　る称ならむかとおもへど，さてもなほ古義ならず，なほよく考へていふべし」とあって，後にこの部分は除か
　れている．その代りに書入れられた説が，后版本「古義」に見える説である．第三の説が「書目」の説であっ
　４　　　　　　　高知大学学術研究報告　第５巻第24号
て，これには，神武紀の文に「睨ｚ是郷-………日二虚空見日本国一矣」とあるのは，睨とある響に見の字を書
いたのであって，同紀に「安二定区宇-……日二埴安-」とあるのが，安定とある響に埴安と書いたのと同じ
く，漢文の文字づらの上のさだであって，文字に泥んでその意を解してはならぬとあり，また延喜六年日本紀
竟宴歌の蘇良美都は，倭の枕詞をやがて倭のことに言いうつしたのではなく，虚御津というこの語の本義に従
って用いたものとしてはじめて一首がよく理解せられるとし，古風を失いたる世とはいえ延喜の頃の人はこの
語の本義を,び尋ていたのだと言っている．（活版本「古義」の万葉巻頭の歌の註釈中に見える説と比べられた
い．）おそらくこれが雅澄の最後の説で,「古義」には書入れられることがなかったと解すべきであろ‘う.「書目」
が門人の手に成ったものでない一証でもあり，雅澄が繰返し自説を吟味した苦心の程を察すべき一例でもある
と思われる．
　この「書目」はもとより雅澄にとっては，別段新たな開拓を意味するものではなく，むしろしぼ
らく研究の歩をとどめて過去を顧みだことを意味するが，こうした心境はどうして訪れたか．この
書の執筆を初めた天保十二年六月十九日は√「名所考」の改稿の成った同年六月八日の直後に当っ
てがり，そうしてこの「名処考」までで彼の主要な著作はほとんど出来上っている．ライフ・ワー
クである「万葉集古義」について見ても，この時以後に残されているのは，わすかに「坐知佳境附
録」と「名処国分」との二小冊に過ぎない．（この時以後も「古義」の補訂がつづけられたことは言うま
でもない.）恐らく「坐知防境」の完成した時，雅澄は大きな喜びと安堵と満足とを感じると共に，
己が生涯に一つの区切りが未だ事を感じたのではなかろうか．そうしてしばし立ちどまって既往の
成果を鳥瞰したのではなかろうか．事実このあたりで彼の生涯に一つの区劃がなされてしかるべき
ように思われるのであるが，その事･社また別に考察する必要があろう．
　　　　　　　　　　　　　　　】V.「難　誌」に　つ　い　て
　「古義先生著述書目」（本篇）に
　　雑誌　六十冊　剛出不可計
　　　此は翁のわかかりしほどよりの随筆なり．，今も筆をとどめられす．
とある．前節で考えだごとく「書目」は天保十二年に成ったと見られるので，「雑誌」は雅澄の若
年以来天保十二年までに六十冊書かれていた随筆であることが知られる．「嗣出不可計」ともあっ
て，当時なお書き続けて行く予定であっ火:ことが明らかである．
　さてこの頃わたくしは「雑誌」の一部分，すなわちその十三・十四・十六・二十一・二十二・二
十三・二,十四・二十五・六十の九珊の零本を見ることを得た．いずれも雅澄自身の本で刈谷正勝氏
の蔵せられるところである．これらのうち第二十五冊には奥に
　　此一冊文政八乙酉二月十九日書畢
とあってその年代が明らかである．第十三・十四・十六の三冊は，文政四・五年頃のものであるこ
とが，それぞれの記事内容によっておよそ確め･られる．又第六十冊は天保十二年頃のものであるこ
と上記の通りである．それで，「雑誌」は文政四年より数年前から書き初められ，年々書きつづけ
られて，天保十二年には六十冊を数えるに至ったということになるが，第六十冊は半以上空白のま
まの紙を残しているのを見ると，それ以後書きつづけられる事はなかっだらしいのである．
　なお，雅澄は「雑誌」を起稿す芯より前に，既にこれと同様の随筆を年々書きためていたと見
え，「雑誌」第二十二・第二十三のニ冊の記事はすべて
　娶酉雑志（巻四・五）・
　甲戌雑志（巻ﾆｰ・二・三・四）
　乙亥雑志（巻一・二）
よりの転載である．突酉，甲戌，乙亥はそれぞれ文化十・十一・十二年に当っている．（なお第二十
一冊にも「葵酉秋月考」と註した記事がある.）以て青年雅澄の勉学の様を窺うべきであろう．
　さてす雑誌丿九冊の内容であるが，多岐にわすこっすこ記事は大別して二つになる．その一は，万葉
鹿　　持　　雅 雑　　考
５
集その世の歌集，古事記六国史等の古典，並びにそれらの註釈書，その他種々の書からの抄録であ
って，これが大部分を占めている,．碑文や書簡等の文書や師友の和歌を記録したところもある．そ
の二は古語の解釈その他について自己の学説乃至意見を述べた部分である．（註釈書よりの抜書には，
自説を附記したどころがある.）いずれも雅澄の研究状態を示すものであるが，特に後者は，断片的な
がら彼の学説等を知る上に役立つところが少くない．以下若干の例を掲げてみることとする．
　ます抄録の部分で興味をひくもの二，三を挙げよう．第十四珊は文政四年ごろの執筆であろうと
思われるが，それに．石川年足朝臣墓誌とそれに関する城戸千楯の藤垣内大人（本居大平）宛の書
簡二通との写しがある．墓誌の発見は文政三年三月二十六日で，書簡の日附は五月二日及び五月七
日であるが，かかる資料がどういう径路で比較的短期間に雅澄にもたらされたものであろうか．勿
論この資料は，「古義」及びF人物伝」の石川年足の伝に利.用せられている．
　第二十―冊には「宮地翁小録」からの，次のような記事の抄出がある．（「小録」は宮地仲枝の「雑
誌」といヽうべきもので，九十九冊あったというが，戦災で失われた.）それは，
　　｀万葉古写本伊勢の商家に在丿行成卿などの書写も交りありとぞ．白川侯より借用之事被仰下之
　処，御用立之儀は不相成，直六百両ならぱうり可申と申しと也．
　　勢州富山喜兵衛所蔵，今は摂州神戸田原屋某所蔵，田原屋は富山が実家兄弟の由，但欠本也．
　非欠の分熊本侯の京都留守居浅山斎宮助所持せりとぞ．
という一節である．松平定信が和学講談所の元暦校本万葉集の模写本を写すより先，富山家に原本
の借用を申込んだということを伝えたものが他に忠）るかどうか．とにかくかような万葉学の情報と
もいうべきものを，仲秋は聞書しているのであり，土佐に於ける万葉研究の雰囲気を想見せしめる
一材料となろう．
　第二十五用･はその過半が「枕雙紙春曙抄」よりの抄出であるが，他に「百人一首改観抄」と「百
人一首古説」とからの抄録がある．この「百人一首古説」は，谷垣守の奥書のある本であって，そ
の奥書の末に
　　延享四年丁卯二月下院　門人谷垣守拝書
とあり，垣守が明らかに真淵の門人と弥しているのが注意される゛．真淵の学問がこんな形で雅澄へ
と糸を引いているのも忘れてはなるまい．
　　註．井上豊氏「加茂真淵の学問」(P. 538)所引の三宅清氏の研究によれば，垣守が延享四年正月から二月
‘･にわたって「百人一首古説」五冊を書写した趣が，垣守の日記に見える由である．今，高知県立図書館の山内
　文庫に，次の如き奥書を有する「百人一首古説」巻二がある／
　　右百人一首古説二，蒙倉橋老人之恵示，於武江藩邸草写之，誤字脱落甚多，異日得正本校合浄写則幸甚
　　延享四年丁卯二月十一日　谷丹四郎垣守謹識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’
　次に雅澄の学説意見を述べた部分を見ることにする．第二十―針に，真淵の「語意考ｺﾞから月の
名の語源説を書きぬき，そのあとに自説を記したところがある．
　　　　ぎさらぎ　かびなりぐみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀今按，二月は牙成具芙月の意なるべし．カピ･の切キ，ナはサに通，良は利と同部，呉美はつのぐ
　みめぐみのぐみと同じ．月は惣略．さて是は草木のうへに係れり．
　しもっか　しぼみっき十一月は凋月の意なり．ホの濁音モと通ふは常．そ.は草木の凋枯る月なれぽしかいふなるべし．
　みなづき　しみなりっき六月は繁成月の意，こは稲につきていふ，稲は五月に苗を殖て六月には繁£成立ものなればしか
　いふ．久按に繁比の意か．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　突酉秋月考
突四は文化十年であって，これらは雅澄二十三才の時の説である．「古義」には，万葉にみなづき
の用例があるにも拘わらす，みなづきの語源説が見えないのは慎重を期したのであろう．この当時
語源についてしきりに考えたと見え，同七く第二十－冊に上の月名の説にひきつづい七，葵酉秋月
の考えとして
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　○万は弥諸津なるべし，ヤモの切ヨとなる，津は助辞，－ツニツのツに同じ
　○千は多利の切りたるなるべし
　○宇は異名の意なるべし，ずとナと通ふ例は幾段をイクキザイクキグと云が如し．又フサガリ
　　とフタガリとかよふ，クタノレをケすル
など見える．同じ冊には又
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｺｋイタ苧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●○許知多伎，本居翁説ニコチタキハ言痛ノ意也トイヘルノ1ウケガタシ．集中二事痛言痛ナド舎
　　ルモ.共二借宇也．コトイタキノトイ切チナレバ，コチタキトナル故，許知多伎ノ借字トス．字
　　意テ思フベカラズ.許知ハ中昔ノ物語文ニモ物ノシケクウノレサキ事ラコチコチシト云ル許知也，
　　言痛ノ意トシテ八通エタ処多シ．タキハ真ラ真タキ，美テノデタキ，恋テコヒタキナド云タキ
　　ノ如シ・
とある．「古義ｺﾞではこの説は撤回せられて，室長の説が用いられている・
　第十六冊には，「古年和歌集打聴」からの抄録があり，所々雅澄の意見が書き加えられている･
一所だけ挙げると，古今序の文について「打聴」,に「詩の六義もていうれど，それをしらぬよそご
とにいへるは上手の筆つきなり云々」とあるに対して，雅澄は
　雅澄云，此序に六のさまといはれしは漢詩の六義といふを本として，全それになすらへて云るこ
　となるを，もとより此方の歌の体に六義あるごといひ，さてからの歌にもと漢詩のことをばよそ
　げに云るは，いともいともあるまじく心きたなきわざならすや．さてまことには歌に六義といふ
　ものあるべからぬを，しひて漢になすらへて六義をたてむには，ただになすらへだるよしあらは
　にいはばなほさてあるべき．かく云るはうはべをつくろひかくすあしき世の風俗の端を開けるも
　のとやいふべがらん．かかるを打聴に上手の筆つき也と云るはいかにぞや．（下略）
と難じている．この考えは天保十二年の「古今集序存疑」にも見えるものであるが，早く文政五年
頃に雅澄の抱いた所でかった事が知られるわけでき）る・
　最後にわたくレの最も興味を感じたのは，第二十二冊の，甲戌雑志より転戦せられ穴:部分に見え
る万葉集についての説である．それは万葉に関する新説二十二グ条を列記したもので，末に
　己上万葉集巻々愚考文化十一年甲戌美濃屋忠五郎二託シテ難波人関谷倣蔵深二見セニ造ス所ノ
　控ナリ
とある．　今この部分を「万葉集巻々愚考」と名づけよう．美鹿屋忠五郎は雅澄の友人武藤平道（藤
原平道）のことであり，文化十二年雅澄と羽山郷に遊んだことがあり（松山秀美氏「鹿持雅澄年譜」）又
文化十四年本居宣長の十七回忌には宮地仲技・谷景井・鹿持雅澄・南部厳男・大倉鳶夫等と共に追
悼の和歌を作ったこともある．（刈谷氏蔵「雑記集」）今村楽に国学を学び，後本居大平・藤井高尚の
門に入った事もあるという．（寺石正路氏「土佐偉人伝」）関谷敬蔵はいうまでもなく鈴門の万葉研究
家であるが，普通その名を潜と書いてヒソムと訓んでいるけれども，フカシと訓むべきものかも知
れない．文化十一年は雅澄二十四才であるが，思うにこの頃には彼の学力大いにすすみ，遠く国外
に師友を求めんと欲するに至ったも･のであろう．「山斎集」によると，翌文化十二年には清水浜臣
との文通が初められているが，これもそういう彼の希望から起ったことであろうと察せられる，
　　「万葉集巻々愚考」の説は，万葉集巻一より巻二十までにわたっており，必すしも妥当の説と言
えないものも多いが，中には既に，F得田価異」（十二・2949)をウタテケニと訓んだ卓見の如きら見
える．大抵「古義」と同説で，ただ「古義」の方がより詳密なだけであるが，二三「古義」とちが
った説もある．「略解」がしばしば非難の対象になっているのや，誤写説が半を占めているのが特
徴的でき）る．古写本を用いて本文批評をなしたところは見当らない．「代匠記」が引合に出された
ところも全くない．文化十年の「万葉集記聞」にも「代匠記」は一所も引かれていないので，この
頃雅澄はまだ「代匠記」を見ていなかったかと思われる．（「雑誌」第十六冊には「代匠記」よりの抄録
鹿　　持　　鞭　　澄‘雑　　考　　　（小関） ７
が少しくあり，文政五年頃のものと思われる.）池き雅澄の万葉研究状態を偲ばしめる記念物とし１:は．
「万葉集記聞」が知られているのであるが，それは巻一の後半を存するのみであり，又どの巻まで
成稿していたものか明暗には言えない,が，宮内庁書陵部所蔵の「鹿持雅澄蔵書目録」にも「万葉第
一記聞一冊よとあるのみであるのでに.巻二以下には及んでいなかったものと推測しても大過なかろ
うと思われる．これに対し，本資料はわすかな分量であるけれども，雅澄が既にともかく万葉の全
巻にわたって新説を提出するに至っていた事を示すものであり，その意味で珍重すべき文献であろ
うと思うので，以下煩をいとわすその全文を掲げておきたい．「古義」と比較するの労を惜しまれ
ないならぼ幸である．
ｏ四誕岬数‰
　有は著ノ字の誤とてタヽナ’ツクなり．六巻手四芳野宮者立名著青埴隠云々，十二巻ﾗぐﾐﾄ田立名付
　青垣山之云々，古事記鴛詣參にやまとは国のまほろは多々那豆久阿袁加伎夜麻云々なとあるを考
　へし．本のま丿こタヽナハルとよみては有ノ宇あまれり．
　　　　　　　　　　　こ･-･Ｍム○吾尚之於可美爾言而!フゴ
　.言は乞ノ宇の写し誤也．言乞（稿者云，原本コノ二字草書ナリ）いとよく似たり．十三巻物天地之
　神乎曾吾乞云々，十五巻廿二あめつちの可未乎許比都々云々なと有その証也．又集中に神に乞祈
　　　　　　　　　　　　　丁　　　　　‥
　てふ言多きをも併考給ふへし．旧本のま丿こてはおだやかならぬを，いかて今まて註者等の心は
　著さりけん．
9三諸之神之神頂聯yji亨
　　　　　カクノミ　z？･Jトシミツツイー･1Sソオホキこの歌は如是耳荷有得之覧乍宿不抑夜叙多とありしを誤れるものなるへし．　猶これにはいふへ
　きこといと多かれと，言長けれはつくし侍らす．
ｏヨ皿=紐靉芋
　舟公宣奴島爾はもと舟寄金津奴島埼爾とありしを，寄を宣に金を公に誤，叉そを下上に誤，さて
　津ノ字を脱したるなるへし．さて荒木田氏云，わか蔵る古本には島の下に一字の闘あり，されは
　島の下に埼ノ字脱しなるへしといへるによるへし．さらはフネヨシカネツタシーノサキェと訓へ
　し.
○剣太刀身爾収副常賢早旦丁
　怪は.シノレシjとよむへし．十七生四あらたしきとしのはしめに豊乃登之思流須登からしゆきのふれ
　るは，十九元万卜いにしへよ無利之瑞なと見えて前表の意なり．一略解にサガとよめるはあたらす.
○遠等眸良何佐那周伊多斗乎賢島　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　サシナ佐那周は閉鳴す也．源氏物語に乱此御かうしはさしてんとてならす也とあり．さてサシを略き
　てサとのみ云は例有．玉藻古讃岐といふも玉を指貫の意，叉荒木田氏の久方といふは日指方の略
　そといへるをも併考へし.
○申川清々早亨貪歌
　清々は峙清の誤なるよし浜臣説甚詳也．さて此下には必脱句あるへし．試に云ばココミレバてふ
　言のおりしか脱たる鰍．廿芋五の長歌考合べし.
○塩満者如何将為跡香啓上芋　　　　　　　　　＼
　神我手の手は戸ノ字の誤なるへし.十六巻末に伯物歌とて奥国領君之染屋形黄染乃屋形神之門渡
　とよめると同じぶ，海門の波荒くて甚恐しき所を云なり．　　　　　　　ヽ
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ｏ妹自乎始見之埼乃回令JtＴ
　始は跡ノ字の誤そと岡部翁の云れしはいとよろし．埼を丘辺二字の誤そといはれしは，この上に
　射目立而跡見乃丘辺崔麦花云々とあるに強てかなへたるなれど，字の形も甚迂ければさにはあら
　し．思ふに埼は旧本のまりこて乃は有ノ字の誤なるへし．有乃（稿者云，原本コノニ宇草借ナリ）草
　書よく似たり．トミノサキナノレとありしなるへし．
ｏ妹等許今木乃嶺晋頴丁
　五芋二伊毛良，十三芋‾に妹等とも見えたれは，妹等許といはむもさることだから，八そﾐF妹許登
　吾去道乃，十輿万作妹許跡馬鞍置而射駒山，七令妹所等我通俗なとあるをおもへは，こゝも本は妹
　許等とありつらんを顛倒せる歎．古は吉ノ字の誤也，ヨキヒトとよむへし．古人は宇治若郎子を
　指奉れるなり．これを古よりフノレヒトと訓来れども，フノレヒトてふ言あるへくもなし.
○和射美能嶺往過而哭才:竺丁
　厭毛無は敷手念の誤なるへし．さらはシキテオモフトと訓へし．八ﾌﾞと牛ま木のうへにふりおける
　雪のしくしくもおもほゆるかも-
ｏエ響昨夕見物聡子
　玉響をタ・･ユラと訓来れともさる詞あるへくもあらす．玉の音をユララともユラクと毛いふ詞は
　あれとも，そをやがてターユラといはむは,古語の体にたがへり．もししひて玉の昔をター・ユラと
　いふ事有にもせよ，此歌にてはいかにとも解へきよしなし．かれ按にこは烏玉とありけんを下上
　に玉烏と誤り，又烏を響に誤りしなるへし．烏響（稿者云，原本コノニ宇草書ナリ）草書混ひやす
　し．かくて一首の意は，絶々になる亡こそ恋しき事はあなれ，咋日の夕に相見しものを，何とて
，今朝恋へきものか叫’恋へきものにはあらさるをと，みつから吾身をなくさむる也．此,下デヅ
　日見而今日社間吾妹子之幾許継手見巷欲毛とあるにて考知へし．さるを略解に旧本にて強てたす
　けて解なせるはいかにそも．略解の信従にたらさるをしるべし．さて堀川百首に，おくれしと山
　田のさなへとる田子の玉ゆらもすそほす隙そなき，愚草に，玉ゆらの露も涙もとゝまらすなき人
　こふる宿の秋風なとあるは，右の歌をターユラとよ
　みたるあやまりをうけて叉誤てよめる也．古書に限
　をさらせる徒の絶て久しくなりにけるとそあさまし
　けれ.
○隠口乃豊泊瀬道者!7濤丁
　恋川
○得田価異心尉悒7生子巻
　得田価異はウタテクニと訓へし．廿十三あきといへ
　　　　　　一　　　　　　　丁
　はこ!ゝろそいﾌﾞこき宇多低:家爾はなになそへてみまく
　ほりかもとあり，ま'だ此上白こ得田直比来とも書だ
　るを思ふへし．略解に異は累ノ字の誤としてウタガ
　ヘルとよめるは中々の漫言也i
○捷纒毛云列主向年緒長昇言苧IE歌
　向は回ノ字･の誤にてユキカヘルなるへし．十九牛‾
「万葉集巻々愚考」（雑誌第二十二冊）
　の一葉．
にも去更年給奈我久とあり，猶多し．略解に往向
は外にも君はませともわきて此君に心よせて仕奉る
よしそといへるは，字の誤をも思はさる強言也け
　　　　　　　　　鹿　・持　　雅　　澄　　雑　　考　　　　（小関）
り．なほ此歌には大きに論あり．
９
ｏ宇奈波良乃根夜波良古須気安麻多阿礼婆伎美波和須良酒和礼和須流礼夜!a］IE?巻
’根夜波良古須気は萎和子菅なり’．デエの切ネとどる．佐禰葛佐禰加夜なとの禰も奈要の切ま,り
　たる也．諸説解得ず．
と）安伎左良婆和我布禰波氏牟和須礼我比与世伎氏於家礼於伎都之良奈美7志摩巻
　於家礼は常に於家といふに礼の言を七へ把るにて下知の辞也．此下早十しろたへのあがしたころ
　もうしなはす毛氏字しわがせこただにあふまでにとよめる毛氏礼刳司恪の詞也．略解に於家礼はオ
　キテアレを約いへりとあるはうへなひがたし．　　　　　ヽ
○緑子之去々打十八為麻続児鴻回牛六巻
　打十八為はウツソヤシとよむへし．反歌に瑞寸八為と醤るにても八為はヤシとよむへきをさとる
　へし．冠辞考にウチソハシとよめるは非也．ヤシはヨシヱヤシハシケヤシのヤシと同しく助辞
　也．略解に春海が八為二字は烏の一宇の誤りにてウチソテ也と云りとあるは，一巻に打麻乎とあ
　るをお･もへるなれと，そはいはれぬこと也．春海てふ者のひがことつくは論にもたらす．
０阿里佐利底能知毛相牟等於毛倍許曾都由能伊乃知母都芸都追和多ﾈ|ll+-t:巻
　阿里佐利底はアリシアソテ也．シア９切サ，春サレハ秋サレハなといふも春シアレハ秋シアレハ
　にて同じ．廿巻三十に於医皮美能美陛導爾佐例亥云ヤとあるも，命ニシアレハの意なるにてもさ
　　　　　　　　一丁
　とるへし．略解にヅでノレは年月日の経行を云也と宜長云りとあるは，解得すといふべし．なほ委き
　考あり．
０夜伎多知乎刀奈美能勢皮爾安須欧里波毛刊敞夜里蘇倍伎美乎等登米郷幹・
　此枕詞は焼太刀之到とか肩ｔり．この乎は之に通ふ乎にて，春日乎春日山，御佩乎潟池，処女等
　’乎袖賑山，味酒乎三輪なといふ乎と同じ．冠辞考に焼刀を磨とついづ‘しなるへしと云るはあしか
　丿けり．
○桃花云々青柳乃細眉根乎賢古今巻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　／
　細眉根はクハシ々ヨネと訓へし，ホソキーユネとよめるはいみ,しきひがこと也.
○多可麻刀能乎婆奈布伎故酒秋風爾比毛等咬安気奈多太奈良受等母=ヰ!芋巻
　尾花吹越秋風を便にして，いさ紐解開む，直に妹に交にはあらすともと，いと戯てぃへる也．紐
　解は男女の交接する容なれはしか云り．直ならすと云て直に相見る.意になるは･十孚丿七よしゑや
　‥し雖不直ぬえとりのうらなけをるとりけん子もかも，十六万卜三味飯加水に醸なし吾侍しかひは.か
　　づてなし直にしあらねは，なといへるにおなし．略解は戯の意なるをえしらて誤れり．
　　以上が全文である．関谷潜からどのような応答がなされたか，知るすべもないようである．
　　　　　　　　　　　　　Ｖ●　分一役時代の雅澄の日記
　雅澄は天保二年六月十六日御浦御分一役を命ぜられ，同六年七月十七日その役を免ぜられるまで
　ほぼ四年の間に，羽根・田野・和食・窪津に赴任し，都合二年間ぼかり家を離れて過した．その間
－の記事を主とする分一役時代の雅澄の日記三冊を，刈谷氏で見ることを得た．一冊は表紙に「緊要
　日録」と題し，天保二年六月より同三年五月までの日記であり，次の一冊は「服膚日録」と題し，
　天保三年六月より同年閏十一月まで，最後の一冊は単に「日記」と題し，天保四年一月よ則司五年
　十一月まで，の日記である．日記とはいえ，これらはいずれも公務に関する備忘の記事を主とし
　ていて，学者又は歌人としての雅澄の両目はほとんど現われていない．羽根村に於ては「人物伝引
　目」を作って「万葉集人物伝」執筆の準賄をしてお･り，田野村では着任早々に盆踊歌を集めて,「巷
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘（1）
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謡腸jの主な材料にしてがり，和食村では「古言訳通」の著作に従事したらしい‘し，又この間多
　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）くの作歌があることは「山斎集」で明ら,かであるが，これらの事は日記には全く影をおとしていな
いのである．しかし雅澄の学問に関係のある記事が全くないでもなく，また封建時代の一人の浦役
人としての雅澄を知るのも無意味ではな･かろう．以下これらの日記によって若干を記しておく．
　一．緊要９録
　天保二年六月十六日御勘定方に出頭を命ぜられ，御浦御分一役を仰付けられる．十八日より御油
机分―役場に日勤．二十七日，羽根浦御分一役取切勤を仰付けられ，八月五日赴任の途に上る．出
発の前日次のような書類を提出し，日記にその控えをとってある．
　　　　差　出
　　　　伝馬一匹
　－
　　　　送夫三人　　内一人　猟用物持夫
　　　　　　　　　　　二人　自分渡
　右者此度羽根沁御分一役擢江為交代被差立候間右人馬並宿賄夫共相渡候様可被仰付候　し
　　卯八月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　鹿持藤太
　猟郡願行所
私は前稿「鹿持雅澄の属した階級についてゴ（高知大学学術研究報告第３巻第３号）に於て，雅澄が御
用人（後に白札）という格式であって，こうした旅行の際には，伝馬一匹送夫一人しか与えられな
かったと述べたが，それは宝暦十二年の呪定によったのであった．今，雅澄が，御用物持夫を除き
送夫二人を与えられているのは，その後規定の変更かきっだものと思われる．
　任地への旅は細かに記されている．山路の他は葱花駕而（そふけ簡ともある）に乗っている．八月
七日，羽根川のほとりに，羽根浦大庄屋・浦年寄・地組頭の出迎えを受けてやがて任地に到着，た
だちに前任者から，前年度分御蔵米並びに本年度分諸分一銀の引渡を受けた．十一日には大庄屋・
年寄・組頭並びに小遣を召連れて，浦中見廻を行った．当時格式御用人という軽絡武士である雅澄
が，郷浦に赴いて如何なる地位を占め‘たかがおよそ想賤せられよう．以後の日記は，おおむね船舶
による物資の出入に関する事務的文書の控えであるが，二三の注意をひく記事が見当る．
　その一つは祖母の病死亡ある．そめ帆を留守元よりの急使がもたらしたのは十月二十七日の夕刻
で恋）つた．留守よりの口上，医師の容体書に接して「言語二絶候事」と記している．学者らしい記
事としては，公.用で社寺に赴いた際には，必ず棟札や什物に関する記録をしている．（次の二冊の日
記もこの点同じい）特に興味深いのは次の一条である．
　一．十月廿五日泉州貝塚塩屋治郎兵衛廻船当浦へ廻着……右ノ船沖船頭与吉雫混今徳話ニ，紀州
　海部郡二大崎ト云所アリ，ヨキ湊也，浜二人家アリ，遊女ナトモアリ，往来ノ船大方此湊二着．
　サテソノアタリニ神ノ小浜ト云ハナキヤト問シニ，大崎ノ湊ヨリニ里ハカリオクニイタキソ大権
　現ノ社アリ，モハラ漁業テ析ル神也，働テ此神ノオハシースカ故ニ，大崎ノ浜ラ神ノ小浜ト云シ
　ナルヘシトイヘリ．（下略）
この船頭の話は「古義」六之下(1023番歌の註）並びに「名処考」に利用せられている．俗事にたす
さわりつつある雅澄の脳裏にも，たえず万葉が去来していたことを物語る挿話として面白い．
　天保三年正月二十二日，交替者到着，夕刻帰賂につく．羽根在任およそ六ヶ月．これより当分の
間は高知にあって，御浦御分一役場につとめる．
　二．服庸日録
　天保三年六月六日田野府御分一役取切勤を命ぜられ，ふたたび家を離れることとなる．七月七日
出足，途中大津村の信義明神に参拝した．信義明神は雅澄の祖飛鳥井雅量の墓所のあとに，天保二
年雅澄の造営した小祠で･ある．七月八日田野着．在’任かよそ六ヶ月．閏十一月十一日交替，ただち
　　　　　　　　　鹿　持　雅　澄．雑　考　　　C小関）
に帰途に上り，十四日帰宿．
　三．日　記
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　天保四年一月二十一日和食油循分一役収切勤を命ぜられ，四月十日三たび家を離れ，途中信義明
神に参拝して･任地に向う．十月八日交替，翌九日帰宿．十日御浦奉行中月番に諸分二銀縮目録を差
出す．在任およそ六ヶ月．　　　し
　同年十一月十六日窪津浦御分一役収切勤を命ぜられ，･翌年二月四日同地に向う．六日.間の旅．こ
の油は鯨で名高く「窪津くぢらにはだまへの岩」という歌の文句もあると，日記に見える．到着の
当日「折節鯨漁有之趣二付……浜辺二出見物ス」とある．その翌々日も背見鯨がとれだが，今度は
見物ではなく，役人として「浜へ改に立越候事」とある．五月には足摺山で漁業繁栄祈願の法会が
あり，命によって列席した:六月三日の記事のあとに「以下因病障不能具記」とあってその月は記
事なく，七月初にもなお病気の趣が見える．この年μ正月にも病気欠勤の日があった．
　九月十三目交替して帰途に上る．途中祖先の任地であっﾌﾞこ加持村に立寄引庄屋を訪ね，相伴う
て加持城趾に建立中の鹿持神社（横亘七尺奥行二間半）を見た．十八日帰宿．旅の疲れのためか病
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）気をおこし二十六日まで勤務を休む．この度は在任八ヶ月であったのは，天保四年十月に任期に関
する規定が変っていた為である．
　　註.
　（l）「人物伝引目」は宮内庁書陵部所蔵．万葉集にあらわれる各人物の伝記が「古義」註釈の稿本の何巻何丁
　　　にあるかを，人物の身分別に表示したもので，「万葉集人物伝」執筆の準備として作られたものと思われ
　　　る．最後の紙の折目のところに「天保二年辛卯於羽根官舎編」とあって，古義の稿本が雅澄の任地にも運
　　　ばれていたことが分かる．「官舎」とは言うまでもなく御分一役場のことである．
????
(4)
「巷謡編」」二巻の大部分をしめている土佐おどり歌四十八番のあとに書かれている文.
「古言訳通」の駄文には天保八年八月十四日の日附があるが，序文の末には「天保四年葵巳六月六日」と
ある．後者は和食滞在中に当る．
「飛鳥井家譜」の備考（雅量の項）によると，雅量の墓を土人尊崇して信義明神と称し毎年九月二十七日
を祭日としていた．そこに雅澄が祠を造営したのが天保二年正月二十七日で，伺七年九月二十六日再建し
ている．　　　ダ
㈲「飛鳥井家譜」備考（右京進の項）に，「天保七年丙申八月十五日託ニ1于谷加賀藤原正吉一奉二崇神霊一
　　造二営于神祠鹿持城蹟一奉納二寿詞一章長歌一首並短歌一祭日毎歳八月十五日」とある．予定より後れて
　　祠が出来上っのであろう．この時の長歌短歌は「山斎集」にある．
　　　　　　　　　　　　Ｍ．「山斎集」活版本に脱落あること
　山本修三氏楊「山斎集」短歌之下には歌の脱落しﾌﾞとところがある．（同宿によった「近世万葉調短歌
集成」「国歌大系」などに於ても同様である.）即ち，嘉永七年の作のうち丁惜花」という題の歌（同書Ｐ.
192)の次に
　　　　山擲踊
　都追慈花木丘開山乎越来者妹之赤裳之為形之所念
　　　　折藤
　藤花折而挿頭津雷公烏鴫羽触丹裳落者惜見常
　　　　三月尽
　打廃春者今日耳諾名々々鶯副裳浦触而鳴
　　　　首夏山
・含有跡云之峯上之卯花之可開月丹成丹而不有哉
　　　残花　　　　　　　　　　　ｆ
雷公鳥聞巻欲而不念丹八重山超而桜花見津
聞雷公鳥
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　橘者諾裳殖而寸草収而鳴雷公鳥雖聞不足来．
　　　　故郷橘
　故郷之花橘之本似居而昔乎本名偲鶴鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　－
の七首が落ちているのである．宮内庁書陵部所蔵の「山斎集」にこの七首があり，叉，嘉永四年一
月より安政五年三月までの作を長歌短歌文章の区別なしに年代順にあつめた同じく書陵部所蔵の
「裁歌」にも，この七首がある．そうして，この七首のみを特に省く理由は考えがたい．なお「裁
歌」によれば，「惜花」より二首前の｀「初春馬丁以下の，この七首を含めた合計十六首は，福岡家
の出題に応じた作であることが分かる．
・註．「千首のくり言について」（高知大学学術研究報告第３巻第22号）で私か「裁歌」所収の短歌で「山斎
集」に見当らぬものが一首あると述べたのは疎漏であって．実はそういう作は一首もない．ここで訂正する．
なお刈谷氏にも「裁歌」と題する雅澄の年代順歌集があり，これは文政十二年より天保十五年六月までの作を，
長歌短歌文章の区別なしに収めている．この轡の作品も，もれなく「山斎集」にとられている.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●●（終り）
（昭和31年９月26日受理）
